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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】多動性を有する注意欠陥/多動性障害attention-deficit/hyperactivity disorder（ADHD）児群と、多
動性を有さないADHD児群を比較し、ADHD児における多動性と破壊的行動障害disruptive behavior disorder
（DBD）の関係を明らかにすること。 
【方法】2003年１月から2006年１月までの期間に大阪市立大学附属病院神経精神科児童外来に通院中であり、
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fourth Edition（DSM-IV）によりADHDと診断され、
急性精神病症状、脳性麻痺、てんかん、精神遅滞（WISC-IIIにてIQ＜70）を伴わない41例（男児34例、女児７
例、６－14歳、平均8.7歳、IQ 70-121、平均95）を対象とした。詳細な臨床面接、患児と親への半構造化診断
面接であるJapanese version of schedule for affective disorders and schizophrenia for school-age 
children-present and lifetime version（K-SADS-PL-J）および親と教師への患児の行動に関する質問紙調査
を施行した。多動性を有する群（ADHD混合型とADHD多動性－衝動性優勢型）24例を多動群、多動性を有さない
群（ADHD不注意優勢型）17例を非多動群とし、２群間で併存症や精神病理について比較した。 
【結果】①ADHD児の87.8％はDBDや不安障害などなんらかの併存症を有していた。②多動群は非多動群より有意
に高率のDBDを併存していたが、不安障害の総数では差を認めなかった。③多動群は、家庭と学校の両方の場面
において非多動群よりも精神病理が重症であった。また、両群とも精神病理は学校より家庭において、より重
症であった。 
【結論】ADHD児における多動性とDBDに強い関係があることが示唆された。また多動性をもつADHD児の治療時に
は、併存症を考慮した治療戦略が必要となる。さらに、ADHD児の問題を正確に把握するには複数の情報源から
の聴取が必要である。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 多動性を有する注意欠陥/多動性障害attention-deficit/hyperactivity disorder（ADHD）児と多動性を有さ
ないADHD児の精神病理性と精神障害の併存を比較することにより、ADHD児における多動性と破壊的行動障害
disruptive behavior disorder（DBD）との関係について検討を加えた。 
 2003年１月から2006年１月までの期間に大阪市立大学附属病院神経精神科児童外来に通院中であり、
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, Fourth Edition（DSM-IV）によりADHDと診断され、
急性精神病症状、脳性麻痺、てんかん、精神遅滞（WISC-IIIにてIQ＜70）を伴わない41例（男児34例、女児７
例、６－14歳、平均8.7歳、IQ 70-121、平均95）を対象とした。詳細な臨床面接、患児と親への半構造化診断
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面接であるJapanese version of schedule for affective disorders and schizophrenia for schoo1-age 
children-present and lifetime version（K-SADS-PL-J）および親と教師への患児の行動に関する質問紙調査
を施行した。多動性を有する群（ADHD混合型とADHD多動性―衝動性優勢型）24例を多動群、多動性を有さない
群（ADHD不注意優勢型）17例を非多動群とし、２群間で精神病理性や精神障害の併存について比較した。 
 ①ADHD児の87.8％は、DBDや不安障害など、なんらかの併存症を有していた。②多動群は非多動群より有意に
高率のDBDを併存していたが、不安障害の総数では差を認めなかった。③多動群は、家庭と学校の両方の場面に
おいて非多動群よりも精神病理が重症であった。 
 以上の結果より、注意欠陥/多動性障害児は、精神障害の併存を高率に認め、多動性をともなう患者は、破壊
的行動障害を合併しやすく、精神病理もより重症であることが示唆された。 
 本論文は、注意欠陥/多動性障害の多動性を伴う患者の臨床像をより明らかにしたものであり、今後この領域
の研究に寄与する点は少なくないと考えられる。よって本論文は博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
